
 

 

 

 

 益田さいえんすたうん２０１９では、今年も科学チャレンジを行います。 

７月５日（金）中学生向け、６日（土）高校生向けの科学チャレンジは、『ピッタリ止めよう』がテー

マのチーム対抗競技です。段ボールの作品を転がしたり滑らせたりして、目標の近くに到達させる対決です。 

 

 今年度は初の試みであるため、たくさんの質問が寄せられています。「観客席に落下しないように、手で押

さえていてもいいの？」「測定の段階で規定のサイズであればいいのですよね？」などなど･･･ 

 各チームがどんな工夫を考えているのか、質問を受けながら想像が膨らみます。 

 

 ６月２５日（火）、益田高校では全校で作品作成の時間（ロングホームルーム）を取りました。 

実際に作品を試している様子を観察すると、真っ直ぐ移動しないことに苦戦するチームが多いようです。さて、

これから本番までどのように修正していくのでしょうか？ 

 

 他校から参加の生徒さんも、頭脳とひらめきが光るアイディア作品を用意しているとか。 

生徒たちの探究活動の結果を楽しみにしましょう！ 

 

 

１年生理数科           チームごとに作戦が違うようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年生普通科  「ああなって、こうなって･･･それじゃ止まるから、そうだ、おもりが必要じゃね！」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

益田さいえんすたうん２０１９ 

科学チャレンジ『ピッタリ止めよう』に向けた創作活動 
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２年生理数科                     ２年生普通科理系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「４０ｃｍの立方体に収まるかなぁ。」        芯を固定しているところ･･･でしょうか。 

 

２年生普通科文系           先生方も見守り中。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

３年生理数科・普通科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

興味津々のＡＬＴ                        担任手作りの競技台に行例 

 

 

 

 

 レギュレーションを模した、手作りのスロープも登場！ 先生方の意気込みも表れています。 
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